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２０１７年１２月議会 スケジュール

１２月５日（火）、６日（水）　 午前１０時～　本会議開会（議案上程、説明、
８議案即決(下記アンダーライン)、議長・副議長・監査委員改選、所属委員会決定等）
１２月１２日（水）―１５日（金）午前１０時～本会議（議案質疑、一般質問）
１２月１８日（月）―１９日（火）午前１０時～　各常任委員会　

２０日（水）  予備日
１２月２６日（火）　午後１時～ 本会議(委員長報告、質疑、討論、採決)閉会
提出される議案は２３議案、報告３件(略)、請願１件です。
補正予算は１０議案で、一般会計、国保特会、介護特会、後期高齢者医療特会、水道会計、下水道会計の６つで、人事院勧告・人事異動関係の人件費増（１４９百万円）と一般会計、国保特会、介護特会、下水道会計の４つの補正（６６５百万円）で総額８１４百万円です。

一般会計補正は総額４７３百万円で、返還金１５６百万円、私立保育園施設運営費増１４１百万円、児童通所支援給付費増４０百万円、放課後児童対策事業費増２８百万円、病院整備交付金４５百万円、災害復旧費等２５百万円、学校関係施設維持補修費増２１百万円等々です。（詳細は１１月２８日に説明を受けます。）

条例の制定１議案（桑名市商業業務誘導地区建築条例）。

条例の一部改正７議案（議員報酬・費用弁償及び期末手当に関する条例、職員給与条例等、組織条例、職員の育児休暇等に関する条例、共同浴場条例、市立幼稚園条例、水道事業及び下水道事業の設置等に関する条例）。

その他５議案です（総合医療センターの定款・第２期中期計画の一部変更、工事請負契約に変更（大山田東小校舎増築）、指定管理者の指定２件（深谷・長島の共同浴場、城東地区複合施設））。
請願１件　日本政府が速やかに署名・批准することを求める
「『核兵器禁止条約』について意見書の提出を求める請願書」
「ルールある経済社会」と「自主・自立の平和外交」
世界の動きがわかる「しんぶん赤旗」をお読みください。
日刊紙　月３,４９７円　　日曜版　月８２３円
桑名市議員団 星野公平のＨＰは　 http://hoshino.jcpweb.net/
ご意見をお寄せください　ＦＡＸは　２２－３０２８　（星野自宅）
２つの福祉関係の計画がパブコメ中。１２月２７日(水)迄
「桑名市地域包括ケア計画―第７期介護保険事業計画・第８期老人福祉計画―（案）」と「桑名市第５期障害福祉計画・第１期障害児福祉計画」（案）です。
恒例によって、説明もないのにいきなりの意見募集（パブコメ）です。
説明もないのに、誰が計画の内容をちゃんと理解できるのでしょうか。市には、計画内容を全市民に分りやすく説明する義務があります。全員参加型が泣きます。それから意見募集（パブコメ）をして欲しいものです。
「入札監視委員会」久しぶりに(１１月９日)を傍聴しました。
議題は、① 指名停止の状況（桑名市１件、県１件）、② 談合情報（なし）、③ 抽出事案の審議（５件）の３件でした。　最近は、入札結果の資料の見方がシステム変更とともに変わり、見にくくなったのでほとんど見ていません。今回審議された５件は大変興味深く、改革の必要性を感じました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　① 旧勤労青少年ホーム解体工事（何故４社同額なのか＝ソフトを使えばありえる、杭を何故全部抜かなかったのか、次の時点で困ります。）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　② 光陵中学校飛散防止フィルム取付工事（入札９社がすべて同額）
③ 市道坂井多度線道路改良工事（入札１０社がすべて同額）
④ 江場城南幹線安永枝線汚水管路施設設計業務委託（応札が６２者と多い理由＝期間が長いから、１５者が失格、３９者が同額＝最低制限価格でくじ引き）
⑤ 桑名本郷地区積算業務委託(何故随契なのか)
傍聴していて、馬鹿馬鹿しくもなりました。
１つは、行政職員の準備不足＝資料をもってきておらず、委員の質問に答えられない。もう１つは、業者の入札内容です。すべてが最低制限価格でくじ引きじゃ何をやっているのか分からない。行政側も分っていて、形式的にやっているだけの様だ。見積もり明細を提出させたり、公契約制度の導入を検討したり、改革して行く時ではないでしょうか。
特別国会　安倍首相の所信表明演説　謙虚？
安倍首相の特別国会での所信表明演説（１１月１７日）は、第４次政権（８月）が発足してから初めてで、安倍首相の国会冒頭での演説自体、１月の通常国会の施政方針演説以来でした。安倍首相は第４次政権の発足時、「謙虚に」政権を運営すると発言し、通常国会以来、解明が求められている「森友」疑惑､｢加計」疑惑についても、総選挙前後、国民に「丁寧に」説明すると繰り返しました。ところが所信表明演説は、選挙中の演説の焼き直しみたいなもので､｢森友」のモも｢加計｣のカもありませんでした。国民への開き直りであり、この政権に政治が任せられない事が、いよいよ明らかになってきました。
日本共産党など野党は、憲法５３条にもとづいて臨時国会を開いて「森友」疑惑も「加計」疑惑に答えるよう要求（６月）したのに、安倍首相がそれを実行せず３カ月間もたなざらしにし、９月末になってようやく開いたと思ったら、首相演説も代表質問もなく冒頭で解散するという憲法を踏みにじる暴挙を行ったのです。安倍首相は記者会見やテレビ討論で、疑惑については、今後も「丁寧に」説明すると発言したのに、その後も説明はありませんでした。
安倍首相が選挙中“国難”とまで言った北朝鮮問題や経済・少子化対策も同じ発言の繰り返しです。北朝鮮問題では「圧力を一層強化する｣というだけで､軍事行動を否定しないアメリカを支持し、国際社会が話し合いを模索していることに対しては全く無策です。
経済政策でも破綻が明白な「アベノミクス」を自賛し、「生産性革命」「人づくり革命」などの言葉を内容抜きで繰り返すだけで、再来年に予定している消費税増税の中止など政策の転換については国民の声に応えようとしていません。
安倍首相は異例に短い演説の結びで改憲問題に触れ、議論を前に進めることを求めました。組閣後の会見では与野党の「建設的な議論」とともに、国民投票も念頭に「国民的な理解が得られるように努力」と執念を示しています。
代表質問に対する答弁　国民の不信・不安に答えない
総選挙後の初の国会論戦である、安倍首相の所信表明演説に対する各党の代表質問が行われました｡日本共産党は１１月２１日に志位委員長が衆議院で、１１月２２日に山下副委員長が参議院で、安倍首相の疑惑隠しを追及するとともに、外交・内政の焦点課題で抜本的な対案を示し認識を質しましたが、安倍首相はまともに答えず逃げの答弁に終始しました。国民の声に向き合わず、暴走政治を進める安倍首相に政治のかじ取りを任せられないことは明らかです。
志位委員長、山下副委員長が冒頭で取り上げたのは、｢森友｣｢加計｣疑惑です。国民の財産である国有地がなぜ８億円もの破格の値引きがされて、大阪府の学校法人｢森友学園｣に売却されたのか。安倍首相の「腹心の友」が理事長の岡山県の学校法人｢加計学園｣が獣医学部を新設する際、特別の便宜が図られたのではないか。時の権力者により行政が歪められ、国政が私物化されたのではという重大疑惑に国民の不信は消えていません。選挙が終わったからといって絶対に曖昧にできません。
｢森友｣疑惑では、開設予定の小学校の名誉校長だった首相夫人の昭恵氏、｢加計｣疑惑では、学園理事長の加計氏の国会招致が不可欠です。志位委員長らは昭恵氏と加計氏がそれぞれの疑惑のキーパーソンであることを具体的に挙げ、招致を求めましたが、安倍首相は｢丁寧に説明してきた｣などと居直り、疑惑解明に背を向けました。
北朝鮮の核・ミサイル開発への対応では、安倍首相は「対話のための対話は意味がない」と対話否定論に固執、軍事力行使を含む米国の「すべての選択肢」を支持する立場です。国民の不安は深刻です。志位委員長は、米国に先制的な軍事力行使は絶対にやるべきでないと提起せよと求めましたが、首相は答えようとしません。
暮らしの問題でも安倍首相の暴走は国民に不安を与えています。安倍政権は総選挙後、経団連が要求した「国民の痛みを伴う改革」に答え、社会保障のあらゆる分野で給付削減の大ナタをふるおうとしています。介護保険では要支援・要介護と認定されている人の６５％が保険給付の枠外に置かれるなどの大改悪です。これでは「国家的詐欺」というほかない。志位委員長の指摘に対し、安倍首相は「批判は全く当たらない」と開き直りました。再来年の消費税率１０％への増税も計画通りに強行する構えです。山下副委員長が追及した「働き方」改悪の問題では、誠実な答弁はありません。全世代の国民に激痛を強いる安倍政治からの転換が必要です。
沖縄での新基地建設強行、原発再稼働の推進など民意に反する異常な強権政治への国民の批判についても安倍首相に反省はありません。
憲法９条に自衛隊を明記する改憲案は、戦力不保持の９条２項を死文化し、海外での武力行使を無制限に可能にするものだ、と質されても安倍首相は「指摘は全く当たらない」と、執念を捨てません。改憲を許さず憲法を守る政治を取り戻すことはいよいよ急務です。
今、外交でも内政でも、国民の声に逆らう安倍政権を、追い詰める闘いを強めることが求められます。[image: image1.png]



日本共産党桑名市議団　星野公平ニュース
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発行　　　　日本共産党桑名市議員団 　☎２４－１３１０


発行場所　桑名市中央町２－３７　桑名市役所議員控室


自宅　　　　桑名市立花町１－１４－７ 　☎２２－２９７５











































































































